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株式会社 東急パワーサプライ 

 

７４日間でのべ１１,３５４世帯が参加、総節電効果は約３.４万ｋＷｈ！ 

「夏の電気バカンス大作戦２０１７」 

～クールシェアで約１８ｔのＣＯ２削減効果も実現～ 

 

株式会社 東急パワーサプライ（以下、東急パワーサプライ）は、６月１９日（月）から８月３１日（木）ま

での７４日間、電力ピークオフや外出によるクールシェアを促進する「夏の電気バカンス大作戦２０１７」

（以下、本キャンペーン）を実施し、キャンペーン期間中のべ１１,３５４世帯*１にさまざまな形でクールシェ

アを体験いただきました。 

 

本キャンペーンは、夏の電力需要が高まる時期の日中や夕方の電力ピークオフを目的に、東急線沿

線の方々が商業施設にお出かけして涼しく過ごすこと（＝クールシェア）に対し、さまざまな特典を用意し

て、家庭の電気を「お休み=バカンス」させる取り組みです。今年も昨年同様、東急線沿線の施設(二子玉

川ライズ、たまプラーザ テラス)などをクールシェアスポットと設定しました。 

 

昨年、大好評だったお買い物・お食事など複数のシーンでご利用いただけるクーポンや、猛暑日の東

急線乗車による TOKYU POINT 付与サービスはそのままに、新たに地域の商店街と連携したクーポン特

典や、応募抽選で当たる体験型の特典などを用意しました。期間中の東急でんき新規お申し込みの方

には先着限定で、すでにご利用の方には抽選で、合計１,０５０組２,１００名に映画「関ヶ原」ペア鑑賞券を

プレゼントしたほか、ビアガーデンで生ビール１杯と交換できるクーポンは約１,２００枚、たまプラーザ テ

ラスで冷たいたい焼１匹と交換できるクーポンは約４,５００枚が利用されるなど、全てのクーポンをあわせ

るとのべ約６,０００枚を利用いただきました。この取り組みに、キャンペーン開催中の７４日間でのべ１１,３

５４世帯が参加、約３.４万ｋＷｈ*2 相当の総節電効果、また、約１８ｔ*3 相当のＣＯ２削減効果を実現したと

考えられます。 
 

東急パワーサプライでは、「新しい生活体験を、エネルギーとともに。」という企業スローガンの下、今

後も東急線沿線の方々と一緒に、エネルギーと暮らしの新しい関係を考え、そして創り出してまいりま

す。 
 
*1 算出方法：映画ペア観賞券のプレゼント組数、各クーポン使用枚数および各イベント・施策への参加人数より世帯数を算出 
*2 算出方法：０．６ｋＷ(時間当たり想定削減消費電力) × ５時間（お出かけ時間）×のべ１１,３５４世帯 
時間当たり想定削減消費電力については、平成２３年５月資源エネルギー庁家庭の節電対策メニューを参照  

*3 算出方法：約３.４万ｋＷｈ(総節電効果)×０.５２８ｋｇ-ＣＯ２/ｋＷｈ(平成２９年度の東急パワーサプライＣＯ２排出係数計画値) 

 
（参考）本資料は経済産業記者会、エネルギー記者会、都庁記者クラブ、横浜経済記者クラブ、川崎市 
政第一記者クラブにお届けしています。 
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